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Liposomes are artificial vesicles made by lipid bilayer and are used in study as a model for biological 
membranes in vitro. In terms of the aim of creating artificial cells from liposomes, making giant liposomes in 
the cell size is critical. In this study, I applied lipids on multi electrode array (MEA) and in agarose on MEA, 
and tried to prepare the liposomes by electro formation methods and gentle hydration methods. As a result, it 
was observed giant multilamellar liposomes were more and rapidly formed on MEA, but this formation might 
not be the effect of electrical stimulation. In ionic solution, it was observed a few liposomes in agarose on MEA. 
In the future, I would like to establish the method to form giant liposomes in ionic solution. 
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１．緒言 
リポソームとは脂質二重膜でできた小胞である。細胞
膜の主成分は脂質であるため、リポソームは細胞・細胞
膜のモデルとして研究に用いられている。リポソーム内
に細胞を構成する物質を封入して人工細胞をつくる研究
では、細胞サイズ（数十 μm スケール）のリポソームを
作製することが重要である。本研究では、多電極アレイ
（MEA）への交流電圧の印加やアガロースの添加を行い、
巨大リポソームの作製や、塩溶液中でのリポソームの作
製を試みた。 
 
２．実験方法 
（1）MEA への電圧の印加 
電極上に脂質を塗布したMEAをMEAシステムの装置
に取り付け（図 1）、MEA内に水和液を注入した後、す
みやかに交流電圧を印加することでエレクトロフォーメ
ーション法[1]によってリポソームを作製した。 
 
 
 
 
 
 
図 1 MEAと MEAシステム 
（2）MEA へのアガロースの添加 
プラズマ処理を施した MEA 上にアガロースを添加し
（図 2）、アガロース上に脂質を塗布して乾燥させた後、
MEA 内に水和液を注入し静置水和法[2]によってリポソ
ームを作製した。 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 アガロースを添加した MEA 
 
電圧印加および水和して一定時間経過後、リポソーム
溶液を採取し暗視野顕微鏡で観察を行った。 
 
３．結果と考察 
（1）MEA を用いたエレクトロフォーメーション法に 
よるリポソームの作製 
電圧、周波数、水和液、時間、温度の条件を変えて、
エレクトロフォーメーション法によりリポソームの作製
を行った。その結果、純水やスクロース溶液で水和した
場合に、短時間で多量の巨大リポソームや多層リポソー
ム、リポソーム内封リポソームが形成された（図 3 上）。
一方、塩溶液で水和した場合には、リポソームの形成が
ほとんど見られなかった（図 3 下）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 純水（上）と PBS(-)（下）で水和し 1V10Hz の電
圧を印加して作製したリポソームの暗視野像 
 
しかしその後、MEA上で電圧を印加せずに静置水和法
で作製した場合や、MEA底面と同様に脂質塗布部分が平
面であるカバーガラスを用いて静置水和法で作製した場
合に、巨大リポソームや多層リポソームの形成がみられ
たため、これらの特徴的なリポソームの形成は電圧印加
によるものではなく、平面上で静置水和したことが原因
であると考えられる。 
（2）アガロース上での静置水和法によるリポソーム 
の作製 
一般に塩溶液中ではリポソームが形成しにくいが、ス
ライドガラスをアガロースに浸してコートする手法を用
いた静置水和法では、PBS(-)による水和でリポソームが
できることが明らかになっている[3]。そこで、アガロー
ス濃度、アガロース量、水和液、時間、温度の条件を変
えて、アガロースを添加した MEA 上での静置水和法に
よりリポソームの作製を行った。その結果、PBS(-)で水
和した場合に、アガロース上で水和するとリポソームが
形成された（図 4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 2.5%アガロース添加（上）とアガロース無し（下）
の MEAを、PBS(-)で水和して作製したリポソームの暗視
野像 
 
４．結言 
本研究により、MEAを用いることで純水や糖溶液中で
の巨大リポソームの形成が可能であることや、MEAにア
ガロースを添加することで塩溶液中でのリポソーム形成
が可能であることが示唆された。今後は手法に改良を重
ね、塩溶液中で巨大リポソームを形成する手法を確立し
たい。 
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